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民生費�
10.3％�

総務費  5.2％�

警察費  5.1％�

諸支出金  4.5％�
衛生費  4.1％�

商工費  3.7％�

教育費�
26.6％�

土木費�
16.4％�

公債費�
11.5％�

農林�
水産業費 �
11.2％�

その他  1.3％�

諸収入  3.8％�

使用料及び�
手数料　3.0％�

繰入金  3.0％�

交通安全対策�
特別交付金�
　　　0.1％�

その他  0.8％�

地方消費税�
清算金　3.5％�

地方特例交付金�
1.4％�

地方譲与税�
1.3％�

地方交付税�
31.1％�

国庫支出金�
28.0％�

県税�
14.4％�

県債�
9.5％�

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
五
、
八
五
九
億
三
、
三
〇
〇
万
円

と
前
年
に
比
べ
て
二
・
六
％
減
少
し
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
今
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
県

民
の
視
点
に
立
ち
そ
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
事
業
の
優
先

度
等
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊

急
か
つ
重
要
な
施
策
に
充
て
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（
県
の
収
入
）

自
主
財
源：

県
が
自
主
的
に
徴
収
ま
た
は
収
納
す
る
こ
と
が
で

き
る
財
源
の
こ
と
で
、「
県
税
」、「
使
用
料
及
び
手
数
料
」、

「
財
産
収
入
」、「
繰
入
金
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

依
存
財
源：

国
か
ら
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り

当
て
ら
れ
た
財
源
で
、「
国
庫
支
出
金
」、「
地
方
交
付
税
」、

「
地
方
譲
与
税
」、「
県
債
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

地
方
交
付
税：

全
て
の
地
方
公
共
団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
額
を
保
障
す
る
も
の
で
、
財
源
不

足
が
生
じ
る
地
方
公
共
団
体
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の

こ
と
で
す
。
国
税
で
あ
る
「
所
得
税
」、「
酒
税
」、「
法
人
税
」、

「
消
費
税
」、「
た
ば
こ
税
」
の
一
定
割
合
の
額
か
ら
、
各
団

体
の
財
政
需
要
と
収
入
を
合
理
的
に
算
定
し
、
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
方
譲
与
税：

課
税
の
便
宜
上
な
ど
の
理
由
か
ら
国
税
と
し
て

徴
収
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
さ
れ
る
税
の

こ
と
で
す
。
国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
も
の
を
地
方
に
配

分
す
る
と
い
う
点
で
地
方
交
付
税
と
同
意
義
で
す
が
、
財
源

が
不
足
し
て
い
る
団
体
へ
の
み
交
付
す
る
地
方
交
付
税
と
は

違
い
、一
般
的
に
一
律
に
配
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
特
例
交
付
金：

平
成
十
一
年
度
の
恒
久
的
な
減
税
に
伴
う

地
方
税
の
減
収
や
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
等
の
暫
定
的
な
見

直
し
に
伴
い
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
へ
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
一
定
の
基
準
に
従
っ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

県
債：

県
が
特
定
支
出
に
充
て
る
た
め
、
国
の
許
可
を
受
け
て

一
会
計
年
度
を
越
え
て
借
り
入
れ
る
長
期
借
入
金
の
こ
と

で
す
。

国
庫
支
出
金：

国
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
行
政
執
行
に
必
要

な
財
源
に
あ
て
る
た
め
に
負
担
金
、
補
助
金
、
交
付
金
、

補
給
金
、
委
託
金
な
ど
の
名
称
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

語
句
の
解
説

教育費�

土木費�

農林水産業費�

民生費 �

総務費 �

警察費 �

衛生費�

113,148円 �

69,876円 �

47,864円 �

43,941円 �

22,266円 �

21,823円 �

17,242円�

商工費 �

災害復旧費 �

労働費 �

議会費 �

公債費 �

諸支出金 �

予備費 

15,808円 �

2,721円 �

1,669円 �

1,031円 �

48,845円 �

19,258円 �

145円 

県民人口は1,376,601人で計算（住民基本台帳人口：H17.1.31現在）

一般会計
5,859億3,300万円

（億円）�

（年度）�

6,471
6,386

6,201 

6,013
5,859 

H13 H14 H15 H16 H17

一般会計当初予算額の推移（過去５年間）



10「美ら島沖縄」2005.411 「美ら島沖縄」2005.4 「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月３日は、「ちゅらさん運動の日」

台
風
情
報
や
フ
ラ
イ
ト
情
報
を
も
含
め

た
各
種
交
通
機
関
の
運
航
状
況
等
を
提
供

す
る
総
合
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
、
空
席
待

ち
整
理
券
発
行
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
ま
す
。

・
台
風
時
航
空
輸
送
対
策
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

（
観
光
商
工
部
）：
約
一
、
八
一
六
万
円

食
用
と
し
て
優
秀
な
琉
球
在
来
豚
「
ア

グ
ー
」
の
登
録
制
度
を
整
備
し
、
同
時
に
、

一
般
の
豚
と
交
配
す
る
こ
と
で
ア
グ
ー
の

繁
殖
の
弱
さ
を
克
服
し
た
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
豚
を
作
出
し
ま
す
。

示
の
た
め
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

講
演
会
を
通
し
て
品
質
表
示
に
関
連
す
る

法
規
の
普
及
啓
発
や
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
指
導
・
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
お
き
な
わ
ブ
ラ
ン
ド
豚
作
出
事
業

（
農
林
水
産
部
）：

約
八
、
二
五
二
万
円

「
安
心
・
安
全
・
高
品
質
な
商
品
」
の

提
供
に
よ
る
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目

的
に
、
本
県
健
康
食
品
の
品
質
等
の
表
示

に
か
か
る
実
態
調
査
を
行
い
、
適
切
な
表

・
健
康
食
品
等
品
質
表
示
適
正
化
事
業

（
観
光
商
工
部
）：

五
三
八
万
円

教
育
活
動
支
援
事
業
と
し
て
、
学
習
障

害
（
Ｌ
Ｄ
）
や
注
意
欠
陥
多
動
性
症
候
群

（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
な
ど
の
児
童
・
生
徒
等
の

在
籍
す
る
学
級
に
き
め
細
か
な
指
導
が
行

え
る
よ
う
、
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し

ま
す
。

・
学
力
向
上
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
事
業

（
教
育
庁
）：

約
一
、
九
二
六
万
円

②
離
島
活
性
化
専
門
家
派
遣
事
業

（
企
画
部
）：

約
三
、
九
三
〇
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利

用
し
て
島
の
情
報
発
信
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
分

野
、
既
存
の
特
産
品
活
性
化
や
新
た
な
特
産
品

開
発
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家
な
ど

を
派
遣
し
、
地
域
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

・
新
石
垣
空
港
建
設
事
業
（
県
単
分
）（
土
木

建
築
部
）

〔
再
掲
〕

離
島
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

や
各
島
が
持
つ
ア
イ
デ
ィ
ア
の
具
体
化
を

支
援
し
ま
す
。

①
離
島
活
性
化
人
材
育
成
事
業

（
企
画
部
）：

約
三
、
三
〇
七
万
円

島
の
魅
力
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
た
り

そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
い
っ
た
、
地
域

活
性
化
に
必
要
な
技
術
を
習
得
す
る
た
め

の
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
行

い
ま
す
。
平
成
十

七
年
度
は
モ
デ
ル

的
に
講
習
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

・
離
島
地
域
資
源
活
用
・
産
業
育
成
事
業

（
企
画
部
）：

約
一
億
九
、
七
八
一
万
円

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
養
護
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
き
め
細
か
な
学
習
指
導

を
行
え
る
よ
う
、
養
護
学
校
等
に
看
護
師

を
配
置
し
ま
す
。

県
内
に
あ
る
世
界
遺
産
で
の
体
験
学
習

や
、
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
秋
頃
お
も
ろ
ま
ち
（
那
覇
新

都
心
地
区
）
に
開
館
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新

館
の
資
料
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
博
物
館
新
館
資
料
収
集
事
業

（
教
育
庁
）：

約
三
、
〇
八
九
万
円

・
次
代
を
担
う
青
少
年
育
成
推
進
事
業

（
教
育
庁
）：

約
二
四
〇
万
円

・
養
護
学
校
等
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
体
制
整
備
事
業

（
教
育
庁
）：

約
一
、
三
八
一
万
円

平
成
十
八
年

度
に
開
催
す
る

同
大
会
の
準
備

経
費
で
す
。

・
第
四
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
開
催
事
業：

二
、
八
〇
〇
万
円

津
波
や
高
潮
に
よ
る
被
害

が
本
県
に
生
じ
た
場
合
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測

地
図
）
を
作
成
す
る
た
め
調

査
等
を
実
施
し
ま
す
。
同
マ

ッ
プ
に
は
、
津
波
や
高
潮
が

発
生
し
た
場
合
の
浸
水
区
域

・
港
湾
調
査
費
（
琉
球
諸
島
沿
岸
津
波
・

高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
）

（
農
林
水
産
部
・
土
木
建
築
部
連
携
）：

七
、
二
〇
〇
万
円

や
浸
水
の
程
度
、
浸
水
す
る
ま
で
の
時
間

や
建
築
物
等
の
被
害
状
況
を
示
し
ま
す
。

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
地
方
税

（
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
が
対
象
）

申
告
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
十
八

年
一
月
か
ら
シ
ス
テ
ム
稼
動
し
ま
す
。

・
地
方
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
導
入

（
総
務
部
）：

約
一
億
三
〇
九
万
円

新
規
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
国
か
ら
採

択
を
受
け
た
同
事
業
。
用
地
の
買
収
や
工

事
着
工
に
向
け
て
、
用
地
や
路
線
の
測
量

等
を
行
い
ま
す
。

・
新
石
垣
空
港
建
設
事
業
（
県
単
分
）

（
土
木
建
築
部
）：

約
一
億
二
、
三
〇
八
万
円

・
海
フ
ェ
ス
タ
お
き
な
わ
開
催
推
進
事
業

（
企
画
部
）：

五
、
一
六
〇
万
円

放
課
後
、
地
域
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
障
害
児
の
受
け
入
れ
を
支
援

し
ま
す
。

沖
縄
愛
楽
園
と
宮
古
南
西
園
の
入
所
者
に
対
し
同
自
治
会
が
行
う
聞
き
取

り
内
容
を
「
ハ
ン
セ
ン
病
証
言
集
」
と
し
て
発
刊
す
る
の
を
支
援
し
ま
す
。

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
不
妊
治
療
を
助
成
し
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

難
病
患
者
の
経
済
的
自
立
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
特
定
非
営
利
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に

業
務
委
託
し
、
同
事
務
局
内
に
「
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
。
難
病
患
者
や

家
族
の
た
め
の
各
種
相
談
、
患
者
の
就
労
や
患
者
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
ハ
ン
セ
ン
病
証
言
集
編
集
事
業
（
福
祉
保
健
部
）：

一
、
二
〇
〇
万
円

・
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
福
祉
保
健
部
）：

四
二
〇
万
円

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
（
福
祉
保
健
部
）：

約
三
、
六
二
六
万
円

・
子
育
て
支
援
事
業
（
福
祉
保
健
部
）：

二
三
〇
万
円

「
海
の
日
」
に
因
み
県
民
と
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を
高

め
る
た
め
、「
海
フ
ェ
ス
タ
お
き
な
わ
」
を
七
月
十
六

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
九
日
間
開
催
し
ま
す
。
主
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
帆
船
「
あ
こ
が
れ
」
等
の
体
験
乗

船
、
全
琉
ハ
ー
リ
ー
及
び
各
種
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
実

施
す
る
な
ど
多
彩
な
催
し
を
行
い
ま
す
。


